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キーワード︓ 磁気共鳴画像法 (magnetic resonance imaging: MRI), 粘弾性画像法 (elastography), 
⽣体物性計測, ファントム, 陽電⼦放出断層法 (positron emission tomography: PET), 医⽤画像⼯学 

定量的診断に貢献する画像診断システムと 
⽣体模擬ファントムの研究開発 

◎マルチモーダル・マルチスケール粘弾性測定環境の構築 
動的粘弾性測定装置（レオメータ）やコンパクト MRI、臨床⽤ MRI（低磁

場オープン型、⾼磁場トンネル形）、超⾳波診断装置といったマルチモダリ
ティを利⽤した粘弾性計測システムの研究開発により、疾患に伴う⽣体組織
の⼒学的性質がマルチスケールで測定可能な環境を構築しています。 

◎既存 MRI にアドオン可能な PET 開発 
3 次元深さ放射線位置検出器と MRI RF コイルを統合したアドオン PET シ

ステムを量⼦科学技術研究開発機構・放射線医学総合研究所と協⼒して開発
しています。PET 検出器と MRI RF コイルとの間の電磁相互作⽤を低減でき
る素材によるシールドボックスの開発や安全性評価などを進めています。 



◎磁気共鳴エラストグラフィの研究開発 

⽣体組織の⼒学的性質を⾮侵襲的かつ定量的

に画像化できる磁気共鳴エラストグラフィ

（MRE）の定量性と空間分解能を向上するため

に、外部加振装置や MRI 制御プログラム 

（パルスシーケンス）、解析法を研究開発して

います。また、定量的かつ⾼い再現性で測定す

るために、エラストグラフィの最適撮像条件の

検討や異なる施設やシステム、検査者間での測

定値を⽐較しています。 

◎⽣体粘弾性模擬ファントムの研究開発 

粘弾性計測システムによる測定結果の 

定量性評価やシステムの品質保証をするた

めには、粘弾性が既知で⻑期安定性を有す

る物体（ファントム）が必要です。特に、

肝線維症などの⽣体軟組織を対象とした検

査に利⽤されている粘弾性画像法（エラス

トグラフィ）に対しては、⽣体軟組織の粘

弾性を模擬したファントムが必要となりま

す。例えば肝臓は線維症が進⾏すると硬く

なります。薬品配合量や作成⼿順の⼯夫に

より、健常な肝臓や肝線維症の肝臓と同等 

 

な粘弾性となるファントム

の開発に成功しています。 

また、このファントムは、

⾼い作成再現性と 1 年以上

の⻑期安定性を有すること

を確認しています。  
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研究テーマ例.. 

エラストグラフィ用ファントムの例 

ファントムとウシ摘出肝の粘弾性測定結果（USE は 200Hz と仮定） 


